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市民と議員の懇談会（南市民センター）意見まとめ 

 

日   時：令和６年６月２３日(日) １０時～１２時 

市民参加者：２７名 

担 当 議 員：太田議員、山中議員、福島議員、村上議員（記録）、内野議員、大曽根議員 

 

行政運営に対する会場意見 

 

 市民意見 カテゴリー 

１ 
給食費の無償化に対し、給食費単体で考えるのではなく、ごみ回収

を有料化して、給食費に補填するなどの案を考えてどうか。 

政策関係 

２ 

人口減少が課題だが、国会では議論が進まず、人口増加策が重要。

各市町村でも取るべき策があるのでは。インドでは人口が増えて

いる。結婚相談所などの機能を設けてはどうか。 

３ 
働く世代への政策として、市として減税してほしい 

４ 
観光ＰＲが重要だ。鶴ヶ島に目立つものがあまりないが、川越のよ

うに外部に伝わるアピールをしてほしい。 

５ 

長い間住んでいて鶴ヶ島を気に入っている。若い人が住んでいる

が、縁結びの機会が少ない、外に出ない。縁結び政策をお願いす

る。鶴ヶ島の業者に声をかけて欲しい 

６ 

ガーデンパーク、運動公園、ＩＨＩ周辺の構想以外に、長期のまち

づくり、高齢化、少子化、ボランティア活動の位置づけなど検討す

べき。 

７ 
職員数は、アウトソーシングで３分の１か、４分の１になるのでは

ないか。ＰＤＣＡサイクルでしっかり行政改革を進めるべきだ。 
総務関係 

８ 
新南市民センターワークショップに周辺２８自治会うち、自治会

長が２，３人しか出ていないのは残念。 

市民生活関係 

９ 
八坂神社の広場で、小学生が、スケボーやローラースケートで遊ん

でいる。道路側に飛び出すこともあり危険なので対処して欲しい。 

１０ 
新南市民センターワークショップに応募できなかった。途中参加

は無理と言われた。途中参加を認めてほしい。 

１１ 
南市民センターを廃止するとのことだが、公共施設は避難所とし

ても機能することから多い方がよい。 

１２ 
なぜ自治会が必要か考える必要がある 

 

１３ 
男女共同参画において、女性議員の存在は意義がある。女性の自治

会長ももっと出て欲しい。 
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議会に対する会場意見 

 

１４ 

施設を統合するのであれば、新南市民センターに文化会館の機能

をしっかり残してほしい。できれば両方残してほしい。今まで通り

両方残してほしいとの意見が多くあった 

１５ 
保育園の費用が高いので補助をしてほしい。保育士の給料を上げ

て欲しい。 
福祉関係 

１６ 
こどもの職業体験の機会を作ってほしい。 

教育関係 

１７ 

本市は市費で１２人もの教職員がいる。プール周辺の清掃など環

境整備、学校応援団など地域の方々のボランティア活動に心から

感謝している。 

１８ 

町をよくしていきたい。これからはボランティア活動が町を救う。

東市民センター利用者で草むしりに参加した。出る人は限られて

いる。行政として学校応援団などの無償の作業にもしっかり感謝

を示してはどうか。テレビを使用する方法もある。 

その他 

１９ 

上広谷在住だが外国人学生寮が近く、昼夜逆転の生活に見える。ポ

イ捨てや５人ほどで、大音量で音楽を流したり、大声で路上で話し

たりして迷惑なので指導してほしい。 

２０ 
鶴ヶ島シルバーセンターによる剪定などの作業品質が良く感謝し

ている 

２１ 

「子育て罰」の感覚がある。こどもを生むことに安心感がない、児

童公園に遊具がなくなった。こどもに優しいまちづくりになって

いない。市の行政で丁寧に取り組んでほしい。 

２２ 
社会福祉協議会の内容が市民の目に見えない。中身を公表すべき

だ。今後、社会福祉協議会の役割は増える。 

 市民意見 

１ 
新南市民センターワークショップに議員が誰も出ていないのおかしい。 

２ 

給食費の無償化に対して、市民から請願もあったが多くの議員が反対したと聞く。

給食費単体で考えるのではなく、ごみ回収を有料化して、給食費に補填するなどの

案を考えてどうか。 

３ 
他市では市民の政治への関心・参加は低く、傍聴席はほとんど人がいない。一方、

鶴ヶ島市議会には支持者が傍聴席に多く、熱気、政治意識を感じた。 

４ 
一昨年の政務活動費記録を調べた。iPadペン１.５万円、マジックキーボード、４万円

は高額だ。視察研修の内容も報告すべき。 

５ 
この懇談会の内容を議会ホームページで報告すべきだ。その内容を受けたフォローの

結果も公開すべき。 



3 

 

 

６ 
女性議員３人は少ない。女性に参加してもらいたい。 

７ 
自治会長を経験し、このような会に出始めた。やりがいも感じるようになった。 

８ 
緑のカーテンを進めている。本市でもゼロカーボン宣言した。２０５０年のカーボン

ニュートラルに向け、ヘチマプロジェクト推進を議会でもアピールして欲しい 

９ 
市議会に疑念がある。代表者会議、全協の記録の開示を願い出たが廃棄されていた。

これらの会議の記録を公開している市もある。 

１０ 
子育て世代の参加が少ない。時間的にも会議に参加するのも難しい、気軽に相談でき

る場を作ってほしい。議会としても窓口対応を考えてほしい。 


